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挑戦の
歴史

「 ベクトルを�わせるという�葉に

  衝�を受けました― 」 中�⾥� 

\吉⽥コウキの��コウキ/\吉⽥コウキの��コウキ/
 この度は所⻑、代表をはじめとして、インタビューにご協⼒い
ただいた皆様⽅には⼼より感謝申し上げます。
 ⿊⽥さんから「編集こう記は吉⽥こう記が書いたらいいんじゃ
ない？」という安直で恐ろしい案が出たため私が担当することと
なりましたが、⼤変よい経験をさせていただきました。
 今回、私はアメーバ経営についてインタビューしましたが、お
⼆⼈の情熱や努⼒をどう伝えられるのか、四苦⼋苦しながらまと
めました。
 初めての試みである社内報発刊にあたって、若⼿である私たち
が中⼼となって作成しましたので、是⾮ご⼀読頂き、FPCの歴史
に触れていただければ幸いです。

���回の�想

伊�克「その�りだと思います」

��「もっとなんかないの�」

募集しています！
・お�のお�しみ�あなたのオススメランチ
・あの�へ�えたい 〜ありがとう〜
・これを使えば作業�率10�?!  ��フリーソフト

― ��は、別�メールでご�内します ―
☆7月のHAPPY BIRTHDAY☆

おめでとうございます！

�⽉は６�の従業員が�⽣⽇を�えました。

���査などの�⽤的
なものから、封筒の再
利⽤��、フロントガ
ラスの拭き�まで

現在の形に�� 

�晴らしい�⽣を
おくるために･･･
（�����）

復���
コツ発�� 

グループのスケジュール�理
�率アップの裏技など
お�立ち情�をご��します�

Ｈ２１ごろ
フィロソフィ�� 

ＦＰＣの代��ともいえる
“  アメーバ  ”   と   “  フィロソフィ  ” 
この２つからＦＰＣのこれまでの
挑戦を�り�ります

ー   これは�らのためにやる。�価のためじゃなくて仕事を
よくするために使うんだ。それがお�さんが良くなること
につながる   ー
アメーバ研修は、北尾さんにとって衝撃的な世界との出会
いでした。
「⾃分がどうしたいかということを詰めていき、その考え
をアメーバに反映していく。なぜ売上をあげるのか、なぜ
時間当たりをあげるのか、年間２０００時間をどう使うの
か、これをみんなで意識して動いたらすごいことにな
る。」北尾さんは、アメーバ経営という仕組みに秘めたる
可能性を感じ、１年前倒しでアメーバ経営を導⼊できるよ
う、戦友の森⽥さんと⼆⼈で⼒を尽くします。
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ー   それまでは��が⽬標を立てて、��が��をしていた
が、アメーバ��を��し�⾨別の採算を��したこと
で、⾃�たちが�思をもって⽬標に向かって⾃�に動くよ
うになり�員で��をするようになった   ー
アメーバ研修参加後、早急にアメーバ経営を事務所に取り
⼊れるべきだと考えて所⻑に提案します。
導⼊に際して、森⽥さんは年度計画の作成や⽉次の予定の
⽴て⽅などのルールを作り、北尾さんはベクトルを合わせ
るため、全員の気持ちを⼀つにするために奮闘しました。
９⽉決算まで１ヵ⽉を切るなかで導⼊するのはとても⼤変
なことでしたが、アメーバを導⼊したことで、当時は厳し
いと思われていた⽬標を⾒事に達成することができまし
た。

北尾 和啓 の熱意

森田 聡 の努力

フィロソフィ��の⾜�

アメーバ��の⾜�
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※ＢＬＯＧ⽤のため、��の掲�は�えます。


